
８月９日の登校日が台風により休校と

なったため延期されていた「平和学習」を

8月 25日に実施しました。 

第１部は、「長崎の原爆」という演題で、

本校地歴科山田和浩先生による講話を行

いました。当時の戦況と原爆の誕生・構造

について、なぜ日本に投下したのか、目標

都市の選定基準など相手国視点の内容と、

原爆の被害「⓵爆風」、「②熱線」、「③放射

能」について、そしてその後の世界の「核」

の保有と爆弾のレベル拡大などについて

の話がありました。 

第２部は、「清峰平和宣言」を生徒会長が

読み上げ、7月に全校生徒が作成し、代表

作品を掲載した「平和メッセージ作品集」

を平和学習委員（生徒）が朗読しました。 

～「平和メッセージ作品集」より～ 

（１年生） 

＊学校へ行く。勉強をする。友達と遊ぶ。  

ご飯を食べる。私たちが当たり前のように

やっていることこそ「平和」。今できること

を一生懸命に。 

＊世の中には自分と合わない人は必ずい

るだろう。しかし戦争時代は合う合わない

に関わらず理不尽に攻撃された。そう思う

と、合わない人と仲良くしてみようと思うのは、大切なことだ。 

（２年生） 

＊明日を楽しみにできる。この幸せを自覚しよう。   

美味しいものをいっぱい食べられて、友達と笑え

れば幸せです。 

＊ケンカする時間で人のいいところを見つけよう。

ささいなことから、平和を乱すことがはじまって

しまう。自分の行動に責任をもとう‼ 
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（３年生） 

＊平和のために、まずは隣のあなたを私は幸せにしたいです。 

＊一人が笑えばみんなが笑う      

一人が優しくすればみんなが優しくなる 

一人が泣けばみんな泣く      

一人の行動で世界が変わる！！ 

＊つなごうバトン 次は僕たちの番だ 

＊相手を批判する言葉は刃物になる。相手の心に 

 一生の傷として残ってしまう。安易ではなく、 

ちゃんと考えて発言しよう。 

 

～生徒の感想文（一部抜粋）より～ 

（1年生） 

＊今日の平和学習を通して、私が感じたことは、戦争はとても悲惨で、今後も決してやるべきでは

ないということです。山田先生の講話では、長崎に原爆が投下されるまでの流れ、投下された後

の街の被害など、詳しい話を聞くことができました。聞くことのすべてに衝撃が大きく、当時被

害を受けた方々のことを思うと、とても胸が痛みました。 

＊被爆者の方々が一生懸命訴え続けた戦争の悲惨さ、平和の大切さを、私たちが語り継いでいくべ

きだと思った。 

（2年生） 

＊講話を聞いて、私は戦争についての知識が増え、平和の大切さがよくわかりました。戦争につい

て、平和について学び続けるべきだと思いました。学ぶことによって平和の大切さを知り、周り

の人へ、世界へと、平和の大切さ、命の大切さを伝えることができると思ったからです。 

＊皆が書いた平和メッセージを読んで、私は、その様々な言葉から、思いやりの心を持つ、いじめ

をしない、偏見や差別をなくす…など、当たり前のことを当たり前にしていこうと思いました。 

（3年生） 

＊「平和メッセージ作品集」は、高校生である私たちには何ができるかを考えさせられるような作

品が多く、今までの自分の行動を思い返しながら読むことができました。 

＊私は、長崎県民として生まれて長崎で育った以上は、長崎原爆について深く学び、当時の状況や

被災者の声などを次の世代に伝えていかないといけないと思うし、伝えることが義務だと思って

います。被爆された方の数が減っていっても、原爆を知らないという人を増やしてはいけないと

思います。 

＊今回の講話を聞いて、改めて戦争の悲惨さや原爆の恐ろしさ、平和の尊さがわかりました。これ

まで小・中・高と平和学習をしてきて良かったと思いました。被爆地の長崎に住んでいたから学

べ、戦争のこと、原爆のこと、平和のことについて知ることができました。被爆を体験された方

が少なくなっているからこそ、自分たちが教えてもらったことを忘れずに、次の世代に語り継い

でいかなければならないと思いました。 


